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◆ 埼玉　3.8国際女性デー　歌・アコ・風船

女性100人で憲法署名633筆
国際女性デーの３月８日、埼玉土建主婦の会９１人と、埼教組などから１００人の女性が、浦和レッズフアンが集まる浦和駅前で、埼玉合唱団の歌やアコーディオンのサポートを受けながら憲法署名行動に取り組みました。

　今シーズンのレッズはこの日まで３連敗と絶不調、でも、「そんなの関係ない」と、女性たちは元気。道行く人を呼び止めては「世界の宝、憲法９条を守りましょう」と呼び掛け、約１時間で６３３人の署名を集めました。色とりどりの風船が人目を引き、とくに若い親子連れや学生たちが署名に応じてくれていました。
■上尾で過去最高の署名

憲法を守る上尾共同センターはこの３年間、１回の休みだけで、毎月「９の日宣伝」を続けています。「３月は元気にやろう」と、上尾駅にトランペット演奏家の松平晃さんを招き、のぼり旗やプラスターも準備して取り組んだ結果、１１団体から３８人が参加し、７６人の署名を集めることができました。参加者、署名数とも過去最高で、参加者は有権者過半数署名獲得に向けて決意を新たにしました。
■憲法改悪を許さない意見広告運動
今年も、５月３日の憲法記念日に、『埼玉新聞』に見開き２面のスペースで「憲法改悪を許さない」意見広告に取り組んでいま。個人１口５００円、団体１０００円で４月２１日までに埼玉憲法会議へ申し込んでください。平和の願いを是非、意見広告に託して下さい。
◆ 愛知　4月の「９の日」宣伝　102か所で計画　

　愛知共同センターは、4月の「9の日」宣伝を、史上最大規模で取り組もうと、各団体地域ごとに実施計画を立てており、3月29日現在、102か所で計画されました。

自衛隊の行軍訓練の強化・日常化のすすむ守山区では、「守山労連」が名鉄小幡・新守山・大森の３駅で７時20分から早朝宣伝を計画。また、「新婦人」が全戸訪問を計画し、その宣伝を「海外派兵を許さない守山の会」が支援することになっています。
小牧基地への空中給油・輸送機配備のすすむ小牧市でも「小牧住みよい会」が、５日に小牧ラピオ前でとりくみを予定しています。
米軍艦・自衛艦の名古屋港入港が増加する港区では、「港地区労連」が地下鉄名古屋港・築地口・港区役所・東海通の４駅で７時30分から早朝宣伝。３月の９の日宣伝で、尾中労連・新婦人・平和委員会・革新懇から10人が参加し署名30筆を集めた春日井市では、空中給油機などのプラスターも準備しています。
今年になって憲法共同センターが発足した犬山市では、犬山駅前で宣伝を計画中。
豊橋市の平和団体も９日に「9条ピースウォーク」を計画、労働組合も、“県民の安全と平和・９条守れ”と大奮闘しています。
■豊橋駅前で93人が宣伝　着ぐるみと風船が活躍し桁違いの効果
毎年３月の最終土曜日は、規模も大きくパフォーマンスも大胆に、各団体が取り組んでいる課題を持ち寄って「豊橋駅前行動」を実施しています。今年も３月２９日に実施。消費税、憲法、後期高齢者医療制度の宣伝・署名と、４月２７日に開催する「元気に世直し春フェスタ」の案内チラシが持ち寄られ、各団体からは９３名が参加。虎、猿、鶏、ウサギの着ぐるみが、風船を子どもに渡しながら、親には署名を訴えるなど大活躍しました。

毎月の行動では、多くても20人程度で、宣伝物の受けとり、署名に応ずる人も少数ですが、駅前の通路に93人が列をなして並ぶ宣伝、署名の効果は桁違い。通路の両側には、「消費税増税反対」「私たちは憲法を守ります」の横断幕、「後期高齢者医療制度の中止・撤回」ののぼりが立ち、消団連が用意した花の種、豊橋市職労が用意した「憲法」ティッシュ、生協労組が用意した「憲法・最賃」ティッシュ2，500個と、憲法改悪反対共同センターの「憲法リーフ」1，000枚を2時間で配布しました。

参加者からは、「これだけいると署名にも積極的に応えてくれるので、毎月これだけの人がいるといいね」「声をかけて渡すと受け取りがよい」「『ご苦労様』と言ってくれた」などの意見と感想が寄せられました。（東三河労連　尾崎事務局長より）

■東山動物園で定例の署名宣伝

千種名東労連も３月22日、土曜日でにぎわう東山動物園で、千種民商・千種革新懇と一緒に、８名の参加で定例の署名宣伝を行いました。好天の下、小中学生からお年寄りまで幅広い人々に声かけ。１人で41筆も集めるなど、合計で110筆を超える署名をしていただきました。

◆ 兵庫　明石共同センターが各戸訪問　
　「憲法センター明石」は、明石市の過半数署名をめざし０８年初頭から定例の街頭宣伝をおこない憲法署名を積み上げています。しかし街頭だけではいけないと大久保町地域で全戸訪問を繰り返しています。「住民の過半数が憲法の改悪にハッキリ反対する状況をつくることが大事だと考えています」とのチラシを、訪問地域に「○月○日に訪問させていただきます」と書き、事前配布を丁寧に行って成果を上げています。
■非核「神戸方式」３３年を記念するつどい

３月１８日、入港する外国艦船に非核証明書を出させる非核「神戸方式」の神戸市議会決議から３３年を記念するつどいが開かれました。会場いっぱいに人がつめかけ、主催者代表の荒井学神戸港湾共闘会議議長は「沖縄の『米兵によるあらゆる事件・事故に抗議する県民大会』に呼応する形で本集会がある。内外から非核『神戸方式』をないがしろにしようとする策動が強まっている」と述べました。記念講演は広島平和研究所の浅井基文所長が行い「アメリカの先制攻撃戦略は変わっていない。アメリカが戦争をするために日本の港を自由に使いたい、そのため改憲の動きや非核『神戸方式』をめぐる環境が厳しくなっている」と指摘しました。
■「イラク占領５年　世界に平和を３．２０兵庫県集会」に300人
　中央区婦人会館で開催された集会には、約３００人が参加し、「９・１１を体験した記者が語る世界と日本」のテーマで、世界６５ケ国で取材してきた朝日新聞・伊藤千尋記者が講演しました。伊藤さんは、アメリカで戦争権限を大統領に集中する法案に連邦議会でたった一人反対した女性議員の主張がしだいに支持を広げ、いまイラク戦争反対世論が多数になるまでに変化していると語りました。
■「誰がつくった？『貧困』かえよう！『格差社会』３・２３集会」
　２３日、兵庫県民会館に約２００人が参加し、各界各団体から、非正規労働者、母子家庭、農民、中小企業などに襲いかかる、自民公明政治のひどさを具体的に報告しあいました。まとめで石川康宏神戸女学院大学教授は、みんなが政治に痛めつけられていることを共通認識にし、幅広く連帯することが大切と述べました。
◆ 長崎　5月を「憲法月間」に設定、運動の飛躍 

憲法改悪阻止長崎県共同センターは3月21日、長崎市内で２００８年総会を開き半年間の活動を総括。「新憲法制定議員同盟」など、最近の改憲派の巻き返しの強まりも注視しながら、憲法９条を守り、生かす運動を抜本的に強める方針を確認しました。 

当面、５月を「憲法月間」として、「９条フェスタ」を成功させる活動や、県内全域での「憲法網の目キャラバン」、街頭宣伝、署名、学習会、自治体との懇談活動に取り組むこと。ニュース配布網の確立と拡大などを決めました。
　短信･ホットライン　　
■4月・5月の「9の日」宣伝で一気に世論を変えよう！
改憲勢力の当面する最大の目標は、9条の明文改憲前にも、「海外派兵使恒久法｣を制定し、集団的自衛権行使と武力行使を可能にすることです。来年1月には新テロ特措法が期限切れとなるため、その前に「海外派兵恒久法」を成立させることを前提に、今国会へ法案提出し、秋の臨時国会での成立を狙っています。また明文改憲に向けては「憲法審査会」を今国会中にも始動させ、改憲原案の審議を開始しようとしています。
このような重大な情勢のもと、｢海外派兵恒久法｣や「憲法審査会」の始動に反対し、改憲策動を諦めさせる圧倒的な世論をつくるためには4.5月の運動が極めて重要となっています。全国各地で過去最大規模の宣伝・署名活動、学習会、講演会、決起集会などにとりくみましょう。憲法改悪反対共同センターの「憲法リーフ」は、こうした活動に役立ちます。頒価1部3円(送料別)。申し込みは、送付先住所、郵便番号、電話番号、担当者、必要部数を記しＦＡＸで。(０３－５８４２－５６２０)

■ ホームページに重要情報掲載

　当共同センターのHPの「憲法をめぐる主な動き」の「国会の動き」に「新憲法制定議員同盟」の会員名簿、「各政党の考え」に「海外派兵恒久法」関連文書を掲載。

■ 近づく「9条世界会議」　・・・プログラム決まる
５月４日（日）9条を考える全体会　

会場　幕張メッセ・イベントホール
開場　午後１２時３０分

開演　午後１時３０分（午後８時終了予定）

■　基調講演

○マイレッド・マグワイア（北アイルランド／１９７６年ノーベル平和賞受賞）

○コーラ・ワイス（アメリカ／ハーグ平和アピール代表）

■　日本から

○池田香代子（翻訳家）

■　世界から

○アン・ライト（元陸軍大佐、外交官、現在はイラク戦争反対の活動をしている）

○ハンス・フォン・シュポネク（元国連イラク人道調整官。対イラク制裁に抗議して辞任）、○ベアテ・シロタ・ゴードン（アメリカ・ＧＨＱの一員として、日本国憲法の第２４条（男女平等）を起草）。

■　トーク

○雨宮処凛（作家）、カーシム・トゥルキ（イラク人道支援ワーカー）、○エイダン・デルガド（アメリカ／イラク帰還兵）、高遠菜穂子（イラク支援ボランティア）

■　合唱・パフォーマンス

ベートーヴェン第九交響曲・合唱付「市民と弁護士が歌う」世界をつなぐ歌「ねがい」「世界の子どもたちと歌おう」ピースボート・ダンスパフォーマンス「地球へのメッセンジャー」

5月5日(月)9条を生かす分科会
会場　幕張メッセ・国際会議場
開場　午前９時００分

開演　午前１0時（午後7時終了予定）

　分科会テーマ　「世界の紛争と非暴力」「アジアのなかの9条」

「核時代と9条」「環境と平和をつなぐ」
◎参加費は各日とも前売券1,000円、当日券1,500円

◎前売券のお求めは実行委員会へ(電話03-3363-7967)
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